





































   平成 29 年度 全国学力・学習状況調査 解説資料について 
  目的  
















































































＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
           「○」…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
＜類型番号＞  類型１～８（最大）･･･正答・予想される誤答（複数の類型が正答となる設問もある） 
              類型９      ･･･「上記以外の解答」（類型１～８までに含まれない解答） 






























































































「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 
「平成２３年度 全国学力・学習状況調査として実施予定であった調査問題を踏まえた 








   著作物からの出題の場合に，出
典及び著作権者等について示して
います。 























































     出題の範囲として，「知識」の問題，「活用」の問題ともに，学習指導要領に示されている
目標及び内容に基づき，「Ａ 話すこと・聞くこと」，「Ｂ 書くこと」，「Ｃ 読むこと」の各
領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に示された指導事項をバランスよ
く出題するように配慮する。 










   「知識」の問題は，第５学年の終了段階において習得すべき指導事項を焦点化して出題す

















































































































































































































































































































































































































































































エ ○ ○ ○ ○
合計 3 5 3 0 3 ３ 5 ３ 0 5 1 3
調査問題一覧表　 【小学校国語】























































問題番号 解 答 類 型 正答
１ １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの




















Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い





















































問題番号 解 答 類 型 正答
２ 一 １ １ と解答しているもの






















問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの








問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書


























































問題番号 解 答 類 型 正答













































・学研辞典編集部 編『年中行事・記念日事典』（2004年12月 株式会社 学習研究社）
・著者 深光富士男 監修 竹内誠『日本の年中行事 ５月・６月』
（2004年３月 株式会社 学習研究社）
・編者 加藤迪男『記念日の事典』（1999年９月 株式会社 東京堂出版）





























問題番号 解 答 類 型 正答
４ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの







































































問題番号 解 答 類 型 正答
５ ア １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答
イ １ １ と解答しているもの









































































問題番号 解 答 類 型 正答






























・編者 鶴見俊輔 安野光雅 森毅 井上ひさし 池内紀『ことばの国〈新・ちくま文学の
森14〉』（1995年10月 株式会社 筑摩書房）




























問題番号 解 答 類 型 正答
































(5) １ 「置（いて）」と解答しているもの ◎
９ 上記以外の解答
０ 無解答







































































問題番号 解 答 類 型 正答
１ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの







































































































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答
２ 一 １ １ と解答しているもの
２ ２ と解答しているもの
３ ３ と解答しているもの

































問題番号 解 答 類 型 正答
２ 二 １ ① と解答しているもの
２ ② と解答しているもの















問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
Ｈ25Ａ４ア 「言葉の使い方」に関する資料を読み取り， 72.6％ P.25～P.27 P.36～P.39













































































































































































































問題番号 解 答 類 型 正答
３ 一 １ １ と解答しているもの













































問題番号 解 答 類 型 正答

























































































































































































































































小 野 さ ん … …  















































































































































































































































































































に あ り ま す 。






































































































































































































































































































































































































































































（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 
必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，
ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 
（２）  図やグラフの提示の仕方について 
提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは
点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 
























































平成 27 年４月） 
２） １）の変更に伴って，「２．」の問題では，選択肢の調整を行った。 












































































































































































































































１  （４）と解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
４  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  






１  （２）と解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  






１  （４）と解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  











１  （１）と解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
４ －（該当なし）  
５  －（該当なし）  
６  －（該当なし）  
７ －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  




１  （２）と解答しているもの ◎ 
９ 上記以外の解答  






１  （３）と解答しているもの ◎ 
２  －（該当なし）  
３  －（該当なし）  
９ 上記以外の解答  













（１） 原則として文字の大きさを 22 ポイントとし，丸ゴシック体・中太とする。
（２） 十分な字間及び行間等に設定する。
（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。
＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
【通常問題】 Ａ４ 
  Ａ４では，下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。
 通常問題の【俳句カード】の中にある「〈調べた内容〉」について，枠線を削除した。
また，季語や季節に関する情報と，俳句の解釈を示す文との間隔を広げて，「〈調べた
内容〉」について，内容を捉えやすくした。
―86―
【拡大文字問題（抜粋）】Ａ４ 実寸大サイズ 
―87―
【通常問題】 Ｂ１ 
Ｂ１では，下のような配慮を行い，次のページように変更・調整した。 
１） 通常問題では２ページの見開きで示している問題文，【スピーチメモ】，【スピー
チの練習の様子】について，十分な字間と行間を確保しつつ，情報とそのまとまりの
捉えやすさを考慮して，５ページに割り付けた。また，【スピーチの練習の様子】に
ついては，解答する際に必要な情報を適切に捉えるために，文字の拡大率に比べてイ
ラストの拡大率を抑えた。
２） 【スピーチメモ】の囲み線について，通常問題では、メモ用紙のデザインの囲み線
となっているが、シンプルな線種に変更した。 
―88―
【拡大文字問題（抜粋）】 Ｂ１ 
―89―
―90―
―91―
―92―
―93―
―94―
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